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今
か
ら
約
五
十
年
前
の
昭
和
四
十
七
年
に
、
福
島

町
町
内
会
へ
な
ん
と
五
百
万
円
も
の
大
金
を
寄
付

を
し
た
人
が
い
た
。
小
樽
市
の
荒
木
源

氏
で
あ

る
。
当
時
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン
ス
ー
パ
ー
サ
ル
ー
ン

が
百
二
十
万
円
台
で
買
え
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の

人
の
父
上
が
福
島
町
出
身
、
荒
木
源
作

氏
、
明

治
十
九
年
に
十
九
才
で
北
海
道
に
渡
り
、
住
み
始

め
る
。
極
寒
の
地
で
苦
労
し
た
よ
う
だ
。
一
度
も

故
郷
福
島
町
へ
帰
る
こ
と
な
く
生
涯
を
終
え
て
い

る
。
そ
の
子
息
が
小
樽
生
ま
れ
の
荒
木
源

氏
で

あ
る
。
小
樽
で
北
海
経
済
新
聞
社
を
設
立
、
社
を

大
き
く
発
展
さ
せ
た
、
そ
し
て
財
を
成
し
た
。
荒

木
さ
ん
は
小
樽
市
、
北
海
道
に
億
単
位
の
寄
付
を

し
て
い
る
。
ま
た
根
上
町
へ
も
当
時
一
千
万
円
を

寄
付
し
て
い
る
。
源
作
氏
の
望
郷
へ
の
念
を
寄
付

と
い
う
形
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
察
す
る
。
当

時
福
島
町
は
公
民
館
新
設
計
画
で
多
額
の
お
金
が

必
要
で
大
変
助
か
っ
た
は
ず
だ
。
当
時
の
こ
と
を

伝
え
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
ほ
と
ん
ど

の
町
民
は
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
。

公
民
館
の
集
会
室
に
寄
贈
金
五
百
万
円
と
書
い
た

額
が
あ
り
、
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
が
初
め
て

理
解
で
き
た
。
荒
木
源

氏
に
つ
い
て
は
公
民
館

書
庫
に
「
荒
木
源
追
悼
録
」
と
い
う
書
籍
が
あ
る

の
で
興
味
の
あ
る
方
は
一
読
し
て
ほ
し
い
。

８
班

高
塚
巳
紀
雄

■
正
月
の
諸
行
事

◎
初
詣

令
和
三
年
の
初
詣
に
多
数
の
町
民
が
訪
れ
、
新
玉
の
年
が

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
健
康
や
家
内
安
全
な
ど
思

い
思
い
の
幸
せ
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

又
、
大
石
町
内
会
長
初
め
町
内
会
役
員
一
同
が
、
年
頭
に

当
た
り
福
島
町
の
安
心
安
全
、
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。

（
写
真
左
上
）

◎
左
義
長

一
月
十
日
（
日
）
に
日
吉
神
社
広
場
で
左
義
長
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
雪
の
降
る
中
、
朝
早
く
か
ら
小
学
生

の
児
童
達
が
各
家
庭
を
廻
り
、
お
神
札
、
正
月
の
し
め
飾

り
等
の
回
収
作
業
を
行
い
神
社
広
場
に
集
め
ま
し
た
。
神

主
が
忌
火
で
点
火
す
る
と
見
学
者
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、

左
義
長
の
炎
で
暖
を
取
り
、
昨
年
一
年
間
の
無
事
を
感
謝

す
る
と
共
に
今
年
の
家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
お
祈
り
し

ま
し
た
。
（
写
真
左
下
）

■
師
走
の
大
祓
い

○
十
二
月
二
十
二
日
に
「
師
走
大
祓
式
」
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
「
人
形
」
を
神
前
に
お
供
え

し
、
安
宅
住
吉
神
社
宮
司
に
よ
り
、
大
祓
式
の
祝
詞
と
六

根
清
浄
が
唱
え
ら
れ
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
犯
し
た
罪
や
過

ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い
浄
め
ま
し
た
。

■
お
知
ら
せ

○
こ
の
度
、
百
津
勝
男
さ
ん
が
氏
子
総
代
を
退
官
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
十
五
年
の
長
き
に
亘
り
神
主
な
ど
を
し

て
頂
き
神
社
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
（
写
真

大
石
会
長
か
ら
感
謝
状
授
与
）

○
こ
の
度
、
大
石
良
能
さ
ん
が
氏
子
総
代
に
着
任
し
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
公
民
館
清
掃

●
二
月
十
四
（
日
）
第
十
四
班
の
皆
様

●
二
月
二
十
八
日
（
日
）
第
十
五
班
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
は
、
翌
週
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
清
掃
日
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
防

災
無
線
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
二
月
二
十
日
（
土
）
第
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十

班
の
班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

交
代
要
員
を
出
し
て
下
さ
い
。

■
一
月
十
七
日
（
日
）
十
七
時
～

福
島
町
会
館

●
新
町
内
会
長
・
協
議
委
員
発
表

・
町
内
会
長

朝
日

勉

・
会
長
代
理

大
石
良
能

・
総
務

足
立
憲
司

・
会
計

青
山

茂

高
塚
巳
紀
雄

・
書
記

北
島
永
祥

・
土
木
委
員
長

高

直
人

・
福
祉
厚
生
委
員
長

高
塚
亮
三

・
生
活
環
境
委
員
長

沖
田
和
典

・
広
報
委
員
長

渡
辺
正
幸

・
自
主
防
災
会
長

吉
岡
康
廣

・
防
災
委
員
長

坂
野
勇
人

＊
他
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
市
か
ら
補
助
金
を
得
て
、
福
島
町
会
館
に

空
気
清
浄
機
の
導
入
を
検
討

●
し
ら
さ
ぎ
の
う
ら
ら
公
園
の
滑
り
台
、
復
活
予
定

●
福
島
町
の
除
雪
は
七
業
者
が
担
当

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
吉
神
社
よ
り

令
和
三
年
議
案
書
面
表
決
報
告

■
現
在
百
寿
会
の
新
会
員
募
集
」
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

百
寿
会
は
「
福
島
町
内
の
65
歳
以
上
の
住

民
の
親
睦
と
福
祉
増
進
を
通
じ
ふ
る
さ
と

作
り
」
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
65
才
、
66
才
の

全
員
と
人
生
の
節
目
の
70
・
75
・
77
才
の

未
入
会
の
方
中
心
に
入
会
募
集
を
致
し
て

お
り
ま
す
。
各
担
当
役
員
が
「
入
会
募
集

の
ご
案
内
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
持
参
し
、

お
願
い
に
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
沢
山
の

皆
さ
ん
の
ご
入
会
を
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

一
月
十
日
（
日
）
午
前
七
時
よ
り
日
吉
神
社
に
お
い

て
自
衛
消
防
団
の
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
団
員
の
表
彰
、
部
長
、
団
長
の
挨
拶
の

後
、
雪
の
中
、
出
初
め
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
神
社
前
で
の
放
水
を
行
っ
た
後
、

各
戸
に
は
訪
問
せ
ず
消
火
栓
の
除
雪
、
点
検
と
な
り

ま
し
た
が
、
消
防
団
員
の
方
は
雪
の
中
、
し
っ
か
り

と
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま
り
目
立
た

な
い
自
衛
消
防
団
で
す
が
、
夜
回
り
や
、
日
々
の
注

意
喚
起
を
怠
ら
ず
福
島
町
民
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

一
月
十
日
（
日
）
、
永
年
に
わ
た
り
町
内
会
活
動
に

寄
与
さ
れ
、
退
会
さ
れ
ま
し
た
お
二
人
に
、
町
内
会

よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

●
三
島

茂

（
二
十
一
班
）

写
真
上

●
須
貝
康
弘

（
二
十
二
班
）

写
真
下

お知らせ

■公民館開放
きらくの日

■のみ活倶楽部

能美市主催健康
教室
■おきらくカフェ

いずれも中止中

感
謝
状
贈
呈

出
初
式
の
報
告

■
今
年
は
時
節
柄
、
「
新
年
総
会
」
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
に
福
島
町
会
館
へ
ご
集
合
い
た
だ
い
て

の
実
施
は
行
わ
ず
、
書
面
表
決
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
結
果
、
全
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。
左
記
に
詳
細
を
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
も
い
た
だ
い
て
お
り
、

審
議
の
上
、
必
要
な
事
項
は
今
後
に
対
応
し
て
参

り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
第
一
号
議
案
：
事
業
報
告

賛
成
（
四
〇
二
）/

反
対
（
一
）

■
第
二
号
議
案
：
収
支
決
済
報
告

賛
成
（
四
〇
一
）/

反
対
（
二
）

■
第
三
号
議
案
：
監
査
報
告
書

賛
成
（
四
〇
一
）/

反
対
（
二
）

■
第
四
号
議
案
：
町
内
会
予
算
（
案
）

賛
成
（
四
〇
二
）/

反
対
（
一
）

■
第
五
号
議
案
：
公
民
館
収
支
報
告
書

賛
成
（
四
〇
二
）/

反
対
（
一
）

■
第
六
号
議
案
：
新
町
内
会
長

賛
成
（
四
〇
二
）/

反
対
（
一
）

■
第
七
号
議
案
：
新
協
議
委
員

賛
成
（
四
〇
二
）/

反
対
（
一
）

電
池
・
蛍
光
灯
の
出
し
方
に
つ
い
て

不
燃
ご
み
に
電
池
、
蛍
光
灯
が
入
っ
て
い
る
と
収
集
さ
れ

ま
せ
ん
。
電
池
、
蛍
光
灯
は
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

は
月
一
回
の
資
源
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
福
島
地
区
は
不
燃
ご
み
収
集
時
間
が
早
い
の
で
朝

八
時
三
〇
分
ま
で
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
確
認
く
だ
さ
い
。


